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中期的な財政見通しについて 
（令和５年度当初予算（一般会計）ベース） 

 

１ 基本的な考え方 

中期的な財政見通しは，令和５年度当初予算案編成時点における経済情勢や地方財政制度などを

前提とした一定の仮定の下，当面の財政見通しを機械的に試算したもので，中期的視点に立った財

政運営を検討していくための参考とするものです。 

 

２ 試算の期間 

令和５年度から令和８年度までの４年間としています。 

 

３ 試算方法 

(1) 前提条件 

経済成長率については，「中長期の経済財政に関する試算（R5.1.24 内閣府）」における名目経

済成長率により設定しています。 

令和６年度以降の東日本大震災からの復興事業については，継続が必要な被災者支援事業等に

要する経費を計上するとともに，令和５年度と同様の内容で国の財政支援が継続されるという前

提で試算しています。 

 

(2) 推計方法 

歳 
 
 

入 

県 税 ・名目経済成長率を基礎として推計 

地方交付税 ・普通交付税は，令和６年度以降の実質的な地方一般財源総額を令和５年

度と同額と仮定して推計 

・震災復興特別交付税は，東日本大震災からの復興事業に要する歳出の増

減見込みを反映して推計 

国庫支出金 ・国庫補助事業の歳出の増減見込みを反映して推計 

県 債 ・臨時財政対策債は，普通交付税と同様の方法で算出 

・その他の県債は，現行制度（起債対象事業，充当率，財政措置など）を

前提に，歳出の増減見込みを反映して推計 

その他の収入 ・令和５年度当初予算をベースに，歳出の増減見込みを反映して推計 

 

歳 
 
 

出 

義務的経費 ・人件費は，職員数の増減を反映して推計 

・扶助費は，対象者数の動向等に応じた歳出の増減見込みを反映して推計 

・公債費は，既発債は確定元利金を，新発債は想定元利金を反映して推計 

投資的経費 ・「新・宮城の将来ビジョン」における各年度の普通建設事業費と災害復

旧事業費の予定事業費を基に，歳出の増減見込みを反映して推計 

その他の経費 ・歳出の増減見込みを反映して推計 

※社会保障関係経費には，幼児教育・保育の無償化や高等教育の修学支援等に要する経費

を含む 

 

４ 試算結果 

試算の結果，期間を通じて，歳出に見合った歳入を確保することができないため，県の貯金に相

当する財政調整関係基金の取崩しによって，収支を均衡させることが余儀なくされます。 

このため，決算剰余金を考慮に入れた場合でも，最終年次である令和８年度末には，財政調整関

係基金残高は約２７億円まで減少する見通しです。 

また，経済・物価の動向や感染症の影響，地方財政計画の動向などによっては，財源不足が更に

拡大する可能性もあります。 
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（単位：億円）

区   分 令和5年度（2023年度） 令和6年度（2024年度） 令和7年度（2025年度） 令和8年度（2026年度）

通常 震災 通常 震災 通常 震災 通常 震災

歳入 A 10,662 10,442 220 9,892 9,737 155 9,676 9,546 130 9,712 9,623 89

県税 3,074 3,068 6 3,106 3,106 0 3,142 3,142 0 3,159 3,159 0

地方交付税 1,535 1,519 16 1,484 1,476 8 1,440 1,429 11 1,395 1,389 6

普通交付税 1,486 1,486 0 1,443 1,443 0 1,396 1,396 0 1,356 1,356 0

特別交付税 49 33 16 41 33 8 44 33 11 39 33 6

国庫支出金 1,819 1,765 53 920 887 33 925 895 30 898 879 19

県債 746 745 1 762 762 1 722 721 0 847 846 1

101 101 0 98 98 0 95 95 0 92 92 0

その他の収入 3,488 3,344 145 3,621 3,506 114 3,448 3,359 89 3,413 3,349 63

歳出 B 10,792 10,568 224 10,012 9,842 170 9,799 9,652 147 9,839 9,736 103

義務的経費 3,602 3,569 33 3,666 3,631 35 3,635 3,600 35 3,708 3,687 21

人件費 2,015 2,003 12 2,075 2,065 10 2,011 2,004 7 2,082 2,078 4

扶助費 502 499 3 517 514 3 535 532 2 554 552 2

公債費 1,084 1,067 18 1,074 1,051 23 1,089 1,064 25 1,072 1,057 15

投資的経費 1,226 1,206 20 1,408 1,402 5 1,348 1,343 5 1,479 1,473 6

普通建設事業費 1,117 1,100 17 1,292 1,290 2 1,300 1,298 2 1,431 1,429 2

災害復旧事業費 109 105 3 115 112 3 48 45 3 48 45 3

その他の経費 5,965 5,793 171 4,939 4,809 130 4,816 4,709 107 4,653 4,576 76

うち社会保障関係費 1,499 1,499 0 1,538 1,538 0 1,577 1,577 0 1,618 1,618 0

収支 A-B=C △130 △126 △4 △120 △105 △15 △123 △106 △17 △126 △113 △13

（参考）取組効果額 24 24 0 18 18 0 16 16 0 16 16 0

D 130 126 4 120 105 15 123 106 17 126 113 13

財政調整関係基金年度末残高

決算剰余を考慮しない場合

決算剰余を考慮した場合

※（）内は令和4年度標準財政規模（令和5年2月時点）に対する比率

県債残高

0

　新型コロナウイルス感染症対策に要する主な経費については，今後の状況が見通せないことから，令和６年度以降は見込んでいません。

※ 　県債残高（臨時財政対策債を除く）は，標準財政規模に対する比率が200%を超えないよう適正管理に努めることとしています。

※

※ 　表示単位未満四捨五入等端数調整のため，計算が一致しない場合があります。

※ 　地方一般財源総額は，地方財政対策の動向次第で，大幅な変動があり得ます。

※ 　財政調整関係基金残高及び県債残高については，令和4年度2月補正（第10号）反映後の残高から普通会計・決算統計ベースで試算しています。

131

県債残高の増減 △303 △287 △341 △192 

臨時財政対策債以外 △14 18 △26 

9,229

13,896

臨時財政対策債残高 5,610 5,305 4,990 4,667

臨時財政対策債以外の残高
※（）内は令和4年度標準財政規模
（令和5年2月時点）に対する比率

9,106 9,124 9,098

14,716 14,429 14,088

■　中期的な財政見通しの試算（令和５年度当初ベース）

うち臨時財政対策債

財政調整関係基金取崩し

237 117 △6 

※ 　財政調整関係基金残高は，決算剰余による基金積み戻し額（40億円）を加味した場合についても併せて推計しています。
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■ 収支及び財政調整関係基金残高の見通し
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財政調整関係基金残高
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